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今年もカザグルマが咲きました。（能津地区にて）
この花は、蛇紋岩質の地層で育つ非常に珍しい花です。
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や
め
よ
う
⋮
 
ご
み
の
野
焼
き

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を 

や
め
ま
し
ょ
う 

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が 

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す 

　
野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を 

減
ら
そ
う 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

中
央
西
福
祉
保
健
所
　
環
境
課 

　
０
８
８
９
｜
２
２
｜
１
２
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６ 

日
高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課 

　
２
４
｜
７
８
５
１ 

平成17年度 日高村総合健診実施日程表

村民のみなさんのご協力をお願いします。 

６月26日（日）
村民のみなさんのご協力をお願いします。 

６月26日（日）村内一斉清掃村内一斉清掃村内一斉清掃村内一斉清掃

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」によ
り廃棄物の野焼きは一部の例外を除いて禁止
されています。 

◎野焼きは直接罰の対象となります。 

　３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方 

　平成17年度の総合健診を下記の日程にて実施いたします。自分では気付かない病気を早期に発
見し、早期に治療する大きなチャンス！是非ご受診ください。 

information

仁
淀
川

一
斉
清
掃
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届

４月19日献血分 ご協力ありがとうございました

　
毎
年
、
７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
あ
り

愛
護
運
動
の
一
環
と
し
て
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
、
仁
淀
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
左
記
の
予
定
で
行
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
お
誘
い
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
記 

実
施
日
　
平
成
17
年
７
月
10
日
（日）  

時
　
間
　
午
前
７
時
よ
り 

場
　
所
　
日
高
村
　
江
尻
地
先 

　
　
　
　
仁
淀
川
右
岸
（
江
尻
堤
防
） 

 

○
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
等
は
用
意
し
て
お
り
ま

す
。 

○
清
掃
作
業
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
清
掃
終
了
後
、
粗
品
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。 

○
お
子
様
の
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

○
雨
天
の
場
合
は
７
月
24
日
（日） 

に
な
り
ま

す
。 

 

国
土
交
通
省
高
知
河
川
国
道
事
務
所 

　
河
川
管
理
課 

　
　
　
０
８
８
｜
８
３
３
｜
６
９
０
４ 

日
高
村
役
場
建
設
課 

　
　
　
２
４
｜
５
１
１
４ 

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
続

き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

　
該
当
者
は
必
ず
受
付
期
間
中
に
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅
れ
る
と
６

月
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

○
受
付
期
間
　
６
月
１
日
〜
６
月
30
日 

ま
で
（
締
切
厳
守
） 

○
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
を
必
ず
付

け
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
17
年
５
月
の

広
報
参
照
） 

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　    

２
４
｜
７
８
５
１ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

乳
児
健
診
の

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

（
生
後
３
ヶ
月
〜
８
ヶ
月
児
） 

変
更
前
　
平
成
17
年
７
月
14
日
（木）  

　
　
　
　
　
　
　
　
← 

変
更
後
　
平
成
17
年
７
月
21
日
（木）  

○
日
程
を
お
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。 

○
対
象
者
に
は
事
前
に
個
別
通
知
し
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す 
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実施 予定時間 対象地区 実施場所 健診種別 健診科目・料金・対象者

6月21日㈫ ７：30～11：00
下分東地区
（中村・折月・

長山田以東）　
日高村保健センター
社会福祉センター

下分東地区総合健診
（子宮がん・乳がん健診を除く） レントゲン

　無料…65歳以上の方
胸部（肺がん）検診
　無料…40際以上の方
（胸部レントゲン検診及び喀
痰検査（必要な方）（但し喀
痰検査は1,000円）
胃がん検診
　1,400円…40歳以上の方
子宮がん検診
　1,000円…20歳以上の方
乳がん検診
　 500円
　（マンモグラフィ検診）

40歳以上の方で（平
成17年４月１日～平
成18年３月31日迄）
年齢が偶数年齢の方、
但し奇数年齢の方で
16年度に未受診の方
は受診出来ます。

基本（循環器）検診
　1,300円…40歳以上の方
肝炎ウイルス検査
　無料…40歳以上の方
大腸がん検診
　500円…40歳以上の方
（当日は容器の配布問診のみ）

70歳以上の方及び村民税
非課税世帯の方は無料

胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウ
イルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月22日㈬ ７：30～11：00 加茂地区・鹿児地区 日高村保健センター
社会福祉センター

加茂・本郷西地区総合健診
（子宮がん・乳がん健診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウ
イルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月23日㈭ ７：30～11：00
本郷地区（鹿児を除く）
下分西地区
（奥ノ谷・鍛冶屋以西）

日高村保健センター
社会福祉センター

本郷・下分西地区総合健診
（子宮がん・乳がん健診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウ
イルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月24日㈮ ７：30～11：00 沖名地区 日高村保健センター
社会福祉センター

沖名地区総合健診
（子宮がん・乳がん健診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウ
イルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月29日㈬
女性対象

７：30～11：00 下分東地区（中村・折月・長山田以東）日高村保健センター

下分東、加茂、本郷、本郷西地区
（子宮がん・乳がん健診のみ）

13：00～15：00 加茂地区・本郷西地区・鹿児地区 子宮がん、乳がん

6月30日㈭
女性対象

７：30～11：00
本郷地区（鹿児を除く）
下分西地区
（奥ノ谷・鍛冶屋以西） 日高村保健センター

本郷地区、下分西地区、沖名地区
（子宮がん・乳がん健診のみ）

子宮がん、乳がん13：00～15：00 沖名地区

10月20日㈭ ７：30～11：00 平成17年度　未受診者 日高村保健センター
社会福祉センター

総合健診（本年度未受診者対象）
（子宮がん・乳がん健診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウ
イルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

10月28日㈮
女性対象 ９：00～11：00 平成17年度　未受診者 日高村保健センター

本年度未受診者対象
（子宮がん・乳がん健診のみ）
子宮がん、乳がん

※加茂・下分東地区については当日のみ送迎バスを運行いたしますのでお気軽にご利用ください。（６／ 21・６／ 22）



Inform
ation

Inform
ation

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

や
め
よ
う
⋮
 
ご
み
の
野
焼
き

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を 

や
め
ま
し
ょ
う 

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が 

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す 

　
野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を 

減
ら
そ
う 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

中
央
西
福
祉
保
健
所
　
環
境
課 

　
０
８
８
９
｜
２
２
｜
１
２
８
６ 

日
高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課 

　
２
４
｜
７
８
５
１ 

平成17年度 日高村総合健診実施日程表

村民のみなさんのご協力をお願いします。 

６月26日（日）
村民のみなさんのご協力をお願いします。 

６月26日（日）村内一斉清掃村内一斉清掃村内一斉清掃村内一斉清掃

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」によ
り廃棄物の野焼きは一部の例外を除いて禁止
されています。 
◎野焼きは直接罰の対象となります。 

　３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方 

　平成17年度の総合健診を下記の日程にて実施いたします。自分では気付かない病気を早期に発
見し、早期に治療する大きなチャンス！是非ご受診ください。 

information

仁
淀
川

一
斉
清
掃
の
お
知
ら
せ

児
童
手
当
現
況
届

４月19日献血分 ご協力ありがとうございました

　
毎
年
、
７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
あ
り

愛
護
運
動
の
一
環
と
し
て
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
、
仁
淀
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め

の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
左
記
の
予
定
で
行
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
お
誘
い
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
記 

実
施
日
　
平
成
17
年
７
月
10
日
（日）  

時
　
間
　
午
前
７
時
よ
り 

場
　
所
　
日
高
村
　
江
尻
地
先 

　
　
　
　
仁
淀
川
右
岸
（
江
尻
堤
防
） 

 

○
ゴ
ミ
袋
・
軍
手
等
は
用
意
し
て
お
り
ま

す
。 

○
清
掃
作
業
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
清
掃
終
了
後
、
粗
品
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。 

○
お
子
様
の
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

○
雨
天
の
場
合
は
７
月
24
日
（日） 

に
な
り
ま

す
。 

 

国
土
交
通
省
高
知
河
川
国
道
事
務
所 

　
河
川
管
理
課 

　
　
　
０
８
８
｜
８
３
３
｜
６
９
０
４ 

日
高
村
役
場
建
設
課 

　
　
　
２
４
｜
５
１
１
４ 

　
児
童
手
当
の
現
況
届
は
６
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引
続

き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

　
該
当
者
は
必
ず
受
付
期
間
中
に
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅
れ
る
と
６

月
以
降
の
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

○
受
付
期
間
　
６
月
１
日
〜
６
月
30
日 

ま
で
（
締
切
厳
守
） 

○
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
を
必
ず
付

け
て
く
だ
さ
い
。（
平
成
17
年
５
月
の

広
報
参
照
） 

○
お
問
い
合
わ
せ 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　    

２
４
｜
７
８
５
１ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

乳
児
健
診
の

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

（
生
後
３
ヶ
月
〜
８
ヶ
月
児
） 

変
更
前
　
平
成
17
年
７
月
14
日
（木）  

　
　
　
　
　
　
　
　
← 

変
更
後
　
平
成
17
年
７
月
21
日
（木）  

○
日
程
を
お
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。 

○
対
象
者
に
は
事
前
に
個
別
通
知
し
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す 

─広報ひだか６月号─　（2）（3）　─広報ひだか６月号─

住所等 氏　名 住所等 氏　名 住所等 氏　名 住所等 氏　名
田 福 浜田　征幸 役 場 川村　正仁 高 知 市 栗原　智恵 渋 川 横山　浩二
〃 大橋　　修 〃 尾崎　誠一 木 屋 ヶ 谷 西川　賢生 大 橋 西 矢野　謙二

梅 ヶ 坂 中山　　寛 〃 中村　幸広 長 山 田 浜田　善久 〃 矢野　澄枝
〃 中山　良子 〃 中野　益隆 〃 浜田知加子 〃 戸梶志津子

戸 梶 藤崎　敬三 〃 前田巳千子 猿 田 矢野　直樹 〃 森下　卓也
宇 井 渋谷　多美 〃 山本　秀昭 〃 矢野　孝明 宮 谷 大崎　康成
〃 渋谷　剛男 〃 戸梶　真幸 柱 谷 畠山　俊輔 〃 矢野　武男

井 峯 戸梶　義久 竹 誠 中岡　良男 宮 の 谷 大川　厚男 〃 中岡　二三
父 原 隅田　敬子 日高郵便局 竹本　　求 光 岩 北岡　孝子 望 ヶ 丘 藤原　利彦
〃 三木　博巳 い の 町 門脇　幸秀 〃 森山三四子 〃 鶴見　　宏

妹 背 矢野　政彦 〃 山本　太郎 北 込 山 森下真喜男 石 田 藤本　末美
〃 矢野　　靖 大 橋 東 Ｍ 西森　卓也 折 月 片岡　重吉 岩 目 地 西 川瀬　富貴
〃 大藤　長男 佐 川 町 山下千佳子 折 月 北 浜田美佐子 〃 川瀬　　康
〃 中山　美佳 〃 今橋みちこ 鍛 冶 屋 南 矢野千津子 大 橋 東 明神　理佐

役 場 藤岡　明仁 〃 浦岡　　孝 岡 花 団 地 竹内　平八 〃 岡村　正浩
〃 青木　　史 西 田 秋本　智弥 〃 竹内　美江 南 込 山 渋谷　砂紀
〃 今井　明秀 高 知 市 内田　知行 鍛 冶 屋 浜田えつこ 〃 渋谷　剛志
〃 隅田　　静 〃 西森　省雄 奥 の 谷 三宮　力子 大 和 田 大和田博光
〃 松岡　一宏 〃 細川　尚則 〃 江原　豊彦 〃 坂本リキ子
〃 森田　　生 〃 近藤　史宜 岩 目 地 東 藤岡　利幸 他　16名の方



学校だより

日高中学校日高中学校日高中学校

＜生徒の感想＞

＊薬物乱用や万引きは自分のためにもならないし、家族に
も迷惑をかける。薬物乱用は体に悪いし、他の人に迷惑
がかかってとてもいけないことだと思った。万引きも犯
罪だということがわかった。 
＊薬物の恐ろしさや万引きはしたらいけないということが、
深く心に残った。こんなに恐ろしい薬に軽い気持ちで手
をつけてしまう人がいるのかと思ったら僕も気をつけよ
うと思った。万引きをしたらみんなに迷惑がかかると思っ
た。 

「自主・協力の精神に   
    満ちあふれた生徒の育成」

　3年生は、最上級生として進路に向けての
学習だけでなく、部活動や学校行事のリーダー
として活躍しています。今年初めて文化祭を
行います。 
　５月13日は讃岐まんのう公園でゆったりと
楽しい一日を過ごしたことでした。 

　2年生は、5月10日から４泊５日の修学旅行を
行いました。「人と未来・防災センター」での震
災学習や京都での班別自主学習とミュージカル「マ
ンマ・ミーア」の鑑賞、ユニバーサルスタジオ・
ジャパンや海遊館での楽しい時間を過ごしました。 

（写真は震災学習の様子） 

交通安全教室 

教 育 目 標

　１年生が中学校生活に慣れてきた５月12日に中央西福
祉保健所健康課の山下泉恵さんといの警察署の石川友美さ
んを講師に迎え、「薬物乱用」や「万引き防止」について
学習しました。 
　5月17日には、いの警察署の協力をいただいて交通安全
教室を開き、正しい自転車の乗り方などを学ぶことができ
ました。 

地域教育だより
日高村教育委員会

地域ぐるみで子どもを守り育てましょう！
声がけボランティア16名（５月末現在）

　地域のみなさんに放課後、帰宅する子どもたちに声をかけてもらう、声がけボランティアの運動がスタート
しました。５月末現在、お散歩やジョギング、お孫さんのお迎え、犬のさんぽの方など、日高村内で16名（下
分４名、沖名４名、本郷５名、加茂３名）の方に登録をしていただきました。みなさん、こころよく登録をし
ていただき、「部落会などを利用して地域で子どもの顔をおぼえたい。」「あいさつするときもちがいい。」「ゴ
ミを落とすことも少なくなった。」などたくさんの積極的なご意見をいただきました。 
　声がけボランティアの方には、緑色の「地域安全」の腕章をつけて歩いていただいております。もっともっ
と腕章をつけていただける方を増やして、犯罪から子どもたちを守る目印としても生かしていきたいと考えて
おります。地域ぐるみで子どもを守り育て、子どもも大人も、お年寄りも、日高村の地域まるごと、元気にな
りましょう。 

コスモスひろばコスモスひろば

　福祉センターでは、茶道教室が始まりました。第１回目は、16名の参加がありました。お茶の作法
だけでなく、礼儀作法など、楽しく身につけていけます。保護者の方も子どもさんといっしょに学んで
います。 
　６月は講師の都合で３回実施予定です。（４日、11日、25日）予約、準備物はいりませんので、興
味のある方は、どなたでもお気軽にご参加ください。講師の先生に初歩から、ていねいに教えていただ
けますよ！ 

（水、金）15：00－18：00

②英語クラブ
 （第１、３土）10：00－12：00

　メイさんと楽しく英語の勉強をしています。 
　今年も２クラスに分けてスタートしました。 
　第１回目は、参加が少なかったようですが、
興味のある方は、連絡ください。 
　初めての方でも楽しみながら英語の力をつけ
ることができます！ 
　保護者の方の参観もＯＫです。 

③茶道クラブ（第２、４土）13：00－16：00

　図書館のおはなし会のない水曜日と金曜
日に「朗読ひだか」のボランティアさんが
交代で来てくれます。図書館で子どもたち
に本の紹介や読み聞かせ、読書指導などを
していただきます。 
　どんなことでも、ボランティアの方に気軽に声をかけてください。
図書館は、学習室と本を読む部屋とに分かれています。自分の目
的に応じて使えますので、大人の方もお気軽にお越しください。 

①朗読クラブ

子ども教室！子ども教室！

（村立図書館を中心
 とした居場所）

やっ
てる
よ

お問い合わせ：日高村教育委員会　　24－5115（担当武田） 

─広報ひだか６月号─　（4）（5）　─広報ひだか６月号─
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今
回
も
前
回
に
引
き
続
き
、
多
く

の
お
年
寄
り
が
悩
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
る
疾
患
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

●
歯
の
ト
ラ
ブ
ル
ケ
ア 

　
歯
を
失
う
と
食
べ
た
い
も
の
が

食
べ
ら
れ
ず
、
精
神
的
に
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
。
歳
を
と
る
と

と
も
に
歯
の
状
態
は
悪
く
な
り
が

ち
で
す
の
で
、
普
段
か
ら
十
分
な

手
入
を
心
が
け
、
健
康
な
歯
を
維

持
す
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も
歯
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
ら
、

適
切
な
治
療
お
よ
び
補
強
が
必
要

で
す
。 

※
入
れ
歯
安
定
剤
の
使
い
方 

　
入
れ
歯
安
定
剤
に
は
、
大
き
く

分
け
て
金
属
義
床
の
入
れ
歯
に
も

使
え
る
ク
リ
ー
ム
剤
・
パ
ウ
ダ
ー

剤
・
テ
ー
プ
剤
と
、
使
え
な
い
ク
ッ

シ
ョ
ン
剤
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。 

①
ク
リ
ー
ム
剤
・
パ
ウ
ダ
ー
剤
・

テ
ー
プ
剤 

が
た
つ
き
の
少
な
い
人
向
き
で

す
。
１
度
つ
け
る
と
２
〜
３
食

も
ち
ま
す
。
ま
た
、
洗
っ
た
後

の
粘
り
が
気
に
な
る
方
に
は
入

れ
歯
専
用
は
み
が
き
粉
が
あ
り

ま
す
。 

②
ク
ッ
シ
ョ
ン
剤 

ガ
ム
ベ
ー
ス
で
、
が
た
つ
き
の

ひ
ど
い
人
向
き
で
す
。
口
の
な

か
で
溶
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
、
１
度
つ
け
る
と
２
〜
５
日

前
後
も
ち
ま
す
が
、
衛
生
上
７

日
以
上
は
続
け
て
同
じ
も
の
を

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

●
不
眠 

　
現
代
人
の
多
く
が
不
眠
の
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
す
。
原
因
は
身
体

的
な
病
気
、
生
活
リ
ズ
ム
の
く
ず

れ
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
ま
ず
は
眠
れ
な
い
理
由
を

突
き
と
め
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

そ
の
う
え
で
快
適
な
睡
眠
を
得
ら

れ
る
よ
う
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

※
不
眠
の
分
類 

Ａ
原
因
が
明
確
な
も
の 

①
身
体
的
な
病
気 

睡
眠
中
に
気
道
が
ふ
さ
が
っ

て
、
呼
吸
が
10
秒
以
上
止
ま

る
。
な
ど 

②
精
神
的
な
病
気 

朝
早
く
目
が
覚
め
る
。
考
え

ご
と
を
し
て
い
て
眠
れ
な
い

な
ど
の
状
態
が
続
く
。
う
つ

病
の
疑
い
も
あ
る
。 

③
薬
の
副
作
用 

血
圧
を
下
げ
る
薬
を
は
じ
め
、

不
眠
を
起
こ
す
作
用
が
含
ま

れ
て
い
る
薬
が
原
因
。 

④
身
体
の
リ
ズ
ム
の
病
気 

早
朝
４
〜
５
時
ま
で
眠
れ
ず
、

睡
眠
時
間
帯
が
遅
い
方
に
ず

れ
る
。
反
対
に
夕
方
か
ら
眠

く
な
り
、
夜
中
の
２
〜
３
時

に
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
い

う
具
合
に
、
睡
眠
時
間
帯
が

早
い
方
に
ず
れ
る
。 

Ｂ
原
因
が
不
明
確
な
も
の（
不
眠
症
） 

①
入
眠
障
害 

眠
り
に
つ
く
ま
で
30
分
〜
１

時
間
も
か
か
り
、
な
か
な
か

寝
つ
け
な
い
。
不
眠
症
の
な

か
で
も
っ
と
も
多
い
ケ
ー
ス

で
、
原
因
は
精
神
的
ス
ト
レ

ス
が
中
心
だ
が
、
な
か
に
は

眠
れ
な
い
こ
と
自
体
が
気
に

な
っ
て
、
眠
る
自
信
を
な
く

し
て
し
ま
う
人
も
い
る
。 

②
中
途
覚
醒 

睡
眠
中
に
頻
繁
に
目
が
覚
め

て
し
ま
い
、
熟
睡
感
が
な
い

状
態
。
60
歳
以
上
の
人
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
人
、
運
動
不
足
の
人
に
多

く
見
ら
れ
る
。 

※
快
適
な
睡
眠
を
得
る
た
め
の
工
夫 

①
食
事 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
に
は
代
謝
レ
ベ

ル
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
、
カ

ル
シ
ウ
ム
に
は
イ
ラ
イ
ラ
を
解

消
す
る
効
果
が
あ
る
の
で
熟
睡

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
食

事
は
胃
腸
に
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
、
就
寝
の
３
時
間
前
ま

で
に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

②
運
動 

寝
る
前
に
布
団
の
上
で
軽
い
運

動
を
し
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
刺

激
は
血
行
を
促
進
し
、
な
お
か

つ
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
る
の

で
、
寝
つ
き
を
よ
く
し
て
く
れ

ま
す
。 

③
昼
寝 

夜
の
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
た

め
に
は
、
昼
寝
を
ほ
ど
ほ
ど
に

抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

④
寝
具 

枕
は
３
〜
４
㎝
の
高
さ
で
通
気

性
の
よ
い
も
の
、
敷
布
団
は
適

度
な
硬
さ
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
掛
布
団
は
軽
く
て
保
温
性

の
高
い
羊
毛
や
羽
毛
な
ど
の
天

然
素
材
が
お
す
す
め
で
す
。 

の
ご
案
内

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

　
高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯

科
医
師
約
610
名
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

左
記
の
内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま

で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流

し
て
い
ま
す
。
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
電
話
番
号
は 

０
８
８
｜
８
３
２
｜
５
２
６
６ 

で
す
。 

6
月

 ※
日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ 

　
テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。 

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
・
日

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 

歯
が
足
り
な
い 

痴
呆
症
か
ら
認
知
症 

ね
ん
ざ
の
応
急
処
置 

食
後
高
血
糖
と
糖
尿
病 

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
ロ
ー
マ
皇
帝 

介
護
保
険
制
度
は
ど
う
変
わ
る 

　
パ
ー
ト
４ 

二
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
④ 

 

　
患
者
達
が
団
結
し
、
自
ら

の
力
で
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す

る
国
の
政
策
廃
止
を
訴
え
て

い
る
中
、
そ
の
患
者
達
の
猛

烈
な
反
対
を
押
し
切
り
、
ら

い
予
防
法
は
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
１
９
５
３
年
の
事
で
し

た
。 

　
こ
の
法
律
で
は
、
患
者
本

人
が
療
養
所
へ
の
入
所
を
拒

否
し
て
も
、
最
終
的
に
は
強

制
的
に
入
所
さ
せ
ら
れ
、
逆

に
患
者
達
が
療
養
所
を
退
所

す
る
た
め
の
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

　
プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
薬
の
登

場
に
よ
り
、
治
療
法
が
確
立

さ
れ
て
い
く
世
界
の
状
況
や
、

あ
る
い
は
患
者
達
の
必
死
の

願
い
に
反
し
て
、
国
の
隔
離

政
策
は
続
け
ら
れ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
そ
の

も
の
を
治
療
し
、
ハ
ン
セ
ン

病
完
治
へ
向
か
う
の
で
は
な

く
、
患
者
を
隔
離
す
る
こ
と

で
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
な
く
そ

う
と
し
た
こ
れ
ま
で
と
同
じ

取
り
組
み
が
続
い
て
い
き
ま

し
た
。 

 
そ
れ
か
ら
43
年
が

経
ち
…
。 

 

１
９
９
６
年
３
月
。 

　
ら
い
予
防
法
は

廃
止
さ
れ
、
国
の

強
制
的
な
隔
離
政

策
は
終
わ
り
ま
し

た
。 

　
そ
し
て
、
ら
い

予
防
法
の
見
直
し

が
遅
れ
た
事
を
国

は
謝
罪
し
ま
し
た
。 

　
患
者
達
の
地
道

な
取
り
組
み
が
、
や
が
て
大

き
な
力
と
な
り
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
対
す
る
政
策
が
見
直
さ

れ
た
の
で
す
。 

　
長
い
間
、
病
気
に
よ
る
苦

し
み
だ
け
で
な
く
、
間
違
っ

た
知
識
や
偏
見
、
人
々
か
ら

の
差
別
に
よ
り
苦
し
ん
で
き

た
患
者
や
家
族
の
願
い
が
、

や
っ
と
届
い
た
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
患
者

達
に
と
っ
て
、
厳
し
い
現
実

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
当
時
患

者
達
の
多
く
は
、

す
で
に
70
歳
を
越

え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
病
気

が
完
治
し
て
い
な

が
ら
、
そ
れ
ま
で

の
長
い
過
酷
な
生

活
に
よ
る
精
神
的
・

肉
体
的
な
後
遺
症

が
残
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
経
済
的

な
自
立
は
、
と
て

も
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

　
次
に
、
隔
離
政

策
当
時
、
家
族
に

対
す
る
差
別
を
恐
れ
て
い
た

患
者
達
は
、
故
郷
で
は
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

し
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
、

家
族
の
た
め
に
故
郷
に
は
帰

ら
な
い
と
決
意
し
て
い
た
り
、

と
い
う
よ
う
に
、
法
が
廃
止

さ
れ
た
後
も
、
家
族
の
元
へ

は
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、

療
養
所
で
生
涯
を
終
え
て
い

く
と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

２
０
０
１
年
５
月
。 

　
熊
本
地
方
裁
判
所
に
て
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
達
へ
の
人

権
侵
害
は
、
国
と
国
会
の
責

任
で
あ
る
と
い
う
判
決
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
判
決
は
、「
法
の
廃

止
だ
け
で
は
、
す
べ
て
の
解

決
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。

長
い
間
、
侵
害
さ
れ
て
き
た

人
権
の
回
復
の
た
め
、
い
ま

だ
に
残
る
偏
見
と
差
別
の
解

消
の
た
め
、
患
者
達
が
こ
れ

か
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
、
そ
し
て
、
二
度
と
こ
の

よ
う
な
被
害
が
起
き
な
い
た

め
に
」
と
訴
え
に
対
し
て
出

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。 

　
で
は
、
こ
の
判
決
が
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
解
決
を
意
味

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
最
近
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関

す
る
記
事
が
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
全
国
的
に

報
道
さ
れ
た
問
題
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
偏
見
や

差
別
意
識
は
、
完
全
に
解
消

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
き

ち
っ
と
理
解
し
、
考
え
て
い

く
事
が
、
す
べ
て
の
問
題
の

解
決
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

 

　
国
の
強
制
的
な
隔
離
政
策

が
始
ま
っ
て
90
年
。
ハ
ン
セ

ン
病
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

と
て
つ
も
な
く
長
い
時
間
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
失
っ
た

時
間
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
だ

か
ら
こ
そ
、
私
達
は
、
こ
れ

か
ら
の
時
間
を
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 
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今
回
も
前
回
に
引
き
続
き
、
多
く

の
お
年
寄
り
が
悩
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
る
疾
患
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 
●
歯
の
ト
ラ
ブ
ル
ケ
ア 

　
歯
を
失
う
と
食
べ
た
い
も
の
が

食
べ
ら
れ
ず
、
精
神
的
に
大
き
な

負
担
と
な
り
ま
す
。
歳
を
と
る
と

と
も
に
歯
の
状
態
は
悪
く
な
り
が

ち
で
す
の
で
、
普
段
か
ら
十
分
な

手
入
を
心
が
け
、
健
康
な
歯
を
維

持
す
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
で
も
歯
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
ら
、

適
切
な
治
療
お
よ
び
補
強
が
必
要

で
す
。 

※
入
れ
歯
安
定
剤
の
使
い
方 

　
入
れ
歯
安
定
剤
に
は
、
大
き
く

分
け
て
金
属
義
床
の
入
れ
歯
に
も

使
え
る
ク
リ
ー
ム
剤
・
パ
ウ
ダ
ー

剤
・
テ
ー
プ
剤
と
、
使
え
な
い
ク
ッ

シ
ョ
ン
剤
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。 

①
ク
リ
ー
ム
剤
・
パ
ウ
ダ
ー
剤
・

テ
ー
プ
剤 

が
た
つ
き
の
少
な
い
人
向
き
で

す
。
１
度
つ
け
る
と
２
〜
３
食

も
ち
ま
す
。
ま
た
、
洗
っ
た
後

の
粘
り
が
気
に
な
る
方
に
は
入

れ
歯
専
用
は
み
が
き
粉
が
あ
り

ま
す
。 

②
ク
ッ
シ
ョ
ン
剤 

ガ
ム
ベ
ー
ス
で
、
が
た
つ
き
の

ひ
ど
い
人
向
き
で
す
。
口
の
な

か
で
溶
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
、
１
度
つ
け
る
と
２
〜
５
日

前
後
も
ち
ま
す
が
、
衛
生
上
７

日
以
上
は
続
け
て
同
じ
も
の
を

使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 

●
不
眠 

　
現
代
人
の
多
く
が
不
眠
の
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
す
。
原
因
は
身
体

的
な
病
気
、
生
活
リ
ズ
ム
の
く
ず

れ
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
ま
ず
は
眠
れ
な
い
理
由
を

突
き
と
め
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

そ
の
う
え
で
快
適
な
睡
眠
を
得
ら

れ
る
よ
う
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

※
不
眠
の
分
類 

Ａ
原
因
が
明
確
な
も
の 

①
身
体
的
な
病
気 

睡
眠
中
に
気
道
が
ふ
さ
が
っ

て
、
呼
吸
が
10
秒
以
上
止
ま

る
。
な
ど 

②
精
神
的
な
病
気 

朝
早
く
目
が
覚
め
る
。
考
え

ご
と
を
し
て
い
て
眠
れ
な
い

な
ど
の
状
態
が
続
く
。
う
つ

病
の
疑
い
も
あ
る
。 

③
薬
の
副
作
用 

血
圧
を
下
げ
る
薬
を
は
じ
め
、

不
眠
を
起
こ
す
作
用
が
含
ま

れ
て
い
る
薬
が
原
因
。 

④
身
体
の
リ
ズ
ム
の
病
気 

早
朝
４
〜
５
時
ま
で
眠
れ
ず
、

睡
眠
時
間
帯
が
遅
い
方
に
ず

れ
る
。
反
対
に
夕
方
か
ら
眠

く
な
り
、
夜
中
の
２
〜
３
時

に
目
が
覚
め
て
し
ま
う
と
い

う
具
合
に
、
睡
眠
時
間
帯
が

早
い
方
に
ず
れ
る
。 

Ｂ
原
因
が
不
明
確
な
も
の（
不
眠
症
） 

①
入
眠
障
害 

眠
り
に
つ
く
ま
で
30
分
〜
１

時
間
も
か
か
り
、
な
か
な
か

寝
つ
け
な
い
。
不
眠
症
の
な

か
で
も
っ
と
も
多
い
ケ
ー
ス

で
、
原
因
は
精
神
的
ス
ト
レ

ス
が
中
心
だ
が
、
な
か
に
は

眠
れ
な
い
こ
と
自
体
が
気
に

な
っ
て
、
眠
る
自
信
を
な
く

し
て
し
ま
う
人
も
い
る
。 

②
中
途
覚
醒 

睡
眠
中
に
頻
繁
に
目
が
覚
め

て
し
ま
い
、
熟
睡
感
が
な
い

状
態
。
60
歳
以
上
の
人
、
精

神
的
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

る
人
、
運
動
不
足
の
人
に
多

く
見
ら
れ
る
。 

※
快
適
な
睡
眠
を
得
る
た
め
の
工
夫 

①
食
事 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
に
は
代
謝
レ
ベ

ル
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
、
カ

ル
シ
ウ
ム
に
は
イ
ラ
イ
ラ
を
解

消
す
る
効
果
が
あ
る
の
で
熟
睡

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
食

事
は
胃
腸
に
負
担
を
か
け
な
い

た
め
に
、
就
寝
の
３
時
間
前
ま

で
に
済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

②
運
動 

寝
る
前
に
布
団
の
上
で
軽
い
運

動
を
し
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
刺

激
は
血
行
を
促
進
し
、
な
お
か

つ
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
る
の

で
、
寝
つ
き
を
よ
く
し
て
く
れ

ま
す
。 

③
昼
寝 

夜
の
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
る
た

め
に
は
、
昼
寝
を
ほ
ど
ほ
ど
に

抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

④
寝
具 

枕
は
３
〜
４
㎝
の
高
さ
で
通
気

性
の
よ
い
も
の
、
敷
布
団
は
適

度
な
硬
さ
の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
掛
布
団
は
軽
く
て
保
温
性

の
高
い
羊
毛
や
羽
毛
な
ど
の
天

然
素
材
が
お
す
す
め
で
す
。 

の
ご
案
内

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

﹁
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
﹂

　
高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯

科
医
師
約
610
名
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

左
記
の
内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま

で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流

し
て
い
ま
す
。
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
電
話
番
号
は 

０
８
８
｜
８
３
２
｜
５
２
６
６ 

で
す
。 

6
月

 ※
日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ 

　
テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。 

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
・
日

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 

歯
が
足
り
な
い 

痴
呆
症
か
ら
認
知
症 

ね
ん
ざ
の
応
急
処
置 

食
後
高
血
糖
と
糖
尿
病 

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
ロ
ー
マ
皇
帝 

介
護
保
険
制
度
は
ど
う
変
わ
る 

　
パ
ー
ト
４ 

二
、
ヒ
ス
ト
リ
ー
④ 

 

　
患
者
達
が
団
結
し
、
自
ら

の
力
で
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す

る
国
の
政
策
廃
止
を
訴
え
て

い
る
中
、
そ
の
患
者
達
の
猛

烈
な
反
対
を
押
し
切
り
、
ら

い
予
防
法
は
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
１
９
５
３
年
の
事
で
し

た
。 

　
こ
の
法
律
で
は
、
患
者
本

人
が
療
養
所
へ
の
入
所
を
拒

否
し
て
も
、
最
終
的
に
は
強

制
的
に
入
所
さ
せ
ら
れ
、
逆

に
患
者
達
が
療
養
所
を
退
所

す
る
た
め
の
規
定
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

　
プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
薬
の
登

場
に
よ
り
、
治
療
法
が
確
立

さ
れ
て
い
く
世
界
の
状
況
や
、

あ
る
い
は
患
者
達
の
必
死
の

願
い
に
反
し
て
、
国
の
隔
離

政
策
は
続
け
ら
れ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
そ
の

も
の
を
治
療
し
、
ハ
ン
セ
ン

病
完
治
へ
向
か
う
の
で
は
な

く
、
患
者
を
隔
離
す
る
こ
と

で
、
ハ
ン
セ
ン
病
を
な
く
そ

う
と
し
た
こ
れ
ま
で
と
同
じ

取
り
組
み
が
続
い
て
い
き
ま

し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
43
年
が

経
ち
…
。 

 

１
９
９
６
年
３
月
。 

　
ら
い
予
防
法
は

廃
止
さ
れ
、
国
の

強
制
的
な
隔
離
政

策
は
終
わ
り
ま
し

た
。 

　
そ
し
て
、
ら
い

予
防
法
の
見
直
し

が
遅
れ
た
事
を
国

は
謝
罪
し
ま
し
た
。 

　
患
者
達
の
地
道

な
取
り
組
み
が
、
や
が
て
大

き
な
力
と
な
り
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
対
す
る
政
策
が
見
直
さ

れ
た
の
で
す
。 

　
長
い
間
、
病
気
に
よ
る
苦

し
み
だ
け
で
な
く
、
間
違
っ

た
知
識
や
偏
見
、
人
々
か
ら

の
差
別
に
よ
り
苦
し
ん
で
き

た
患
者
や
家
族
の
願
い
が
、

や
っ
と
届
い
た
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
患
者

達
に
と
っ
て
、
厳
し
い
現
実

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
、
当
時
患

者
達
の
多
く
は
、

す
で
に
70
歳
を
越

え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
病
気

が
完
治
し
て
い
な

が
ら
、
そ
れ
ま
で

の
長
い
過
酷
な
生

活
に
よ
る
精
神
的
・

肉
体
的
な
後
遺
症

が
残
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
経
済
的

な
自
立
は
、
と
て

も
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

　
次
に
、
隔
離
政

策
当
時
、
家
族
に

対
す
る
差
別
を
恐
れ
て
い
た

患
者
達
は
、
故
郷
で
は
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

し
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
、

家
族
の
た
め
に
故
郷
に
は
帰

ら
な
い
と
決
意
し
て
い
た
り
、

と
い
う
よ
う
に
、
法
が
廃
止

さ
れ
た
後
も
、
家
族
の
元
へ

は
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、

療
養
所
で
生
涯
を
終
え
て
い

く
と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

２
０
０
１
年
５
月
。 

　
熊
本
地
方
裁
判
所
に
て
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
達
へ
の
人

権
侵
害
は
、
国
と
国
会
の
責

任
で
あ
る
と
い
う
判
決
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
判
決
は
、「
法
の
廃

止
だ
け
で
は
、
す
べ
て
の
解

決
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。

長
い
間
、
侵
害
さ
れ
て
き
た

人
権
の
回
復
の
た
め
、
い
ま

だ
に
残
る
偏
見
と
差
別
の
解

消
の
た
め
、
患
者
達
が
こ
れ

か
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
、
そ
し
て
、
二
度
と
こ
の

よ
う
な
被
害
が
起
き
な
い
た

め
に
」
と
訴
え
に
対
し
て
出

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。 

　
で
は
、
こ
の
判
決
が
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
解
決
を
意
味

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
最
近
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関

す
る
記
事
が
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
全
国
的
に

報
道
さ
れ
た
問
題
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
偏
見
や

差
別
意
識
は
、
完
全
に
解
消

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
き

ち
っ
と
理
解
し
、
考
え
て
い

く
事
が
、
す
べ
て
の
問
題
の

解
決
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う

に
思
い
ま
す
。 

 

　
国
の
強
制
的
な
隔
離
政
策

が
始
ま
っ
て
90
年
。
ハ
ン
セ

ン
病
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

と
て
つ
も
な
く
長
い
時
間
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
失
っ
た

時
間
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
だ

か
ら
こ
そ
、
私
達
は
、
こ
れ

か
ら
の
時
間
を
大
切
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 
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春
の
交
通
安
全 

春
の
交
通
安
全 

　
日
高
養
護
学
校
で
は
、
７
月

９
日
（土） 

恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
を

お
こ
な
い
ま
す
。 

　
今
年
も
音
楽
ク
ラ
ブ
を
中
心

に
し
た
歌
や
生
徒
に
よ
る
鳴
子

踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
場
で

は
焼
き
鳥
や
か
き
氷
な
ど
の
夜

店
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
日
高
養
護
学

校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
校
内
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

や
む
を
え
ず
自
家
用
車
を
利
用

さ
れ
る
方
は
で
き
る
限
り
乗
り

合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は

な
る
べ
く
徒
歩
な
ど
の
方
法
で

お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
30
回 

日
高
養
護
学
校 

16時 30分～

　開会行事（運動場） 

16時 45分～

　歌（音楽クラブを中心に～） 

　鳴子踊り 

　カラオケ大会 

　夜店 

18時 50分～

　閉会行事 

　
先
だ
っ
て
の
４
月
６
日
〜
15
日
の
間
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
春
の
交
通
安
全
運
動
に
際
し
ま
し
て
は
、
街
頭
活
動

等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
本
年
も
、
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
、
い
の
警
察
署
管

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
高
齢
者
の
方
々
の
元

気
な
お
姿
は
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。 

　
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
お
い
て
は
、
例
年
ど
お
り
に

早
朝
の
街
頭
活
動
、
有
線
放
送
、
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

新
入
児
童
へ
の
帽
子
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
贈
呈
等
が

行
わ
れ
、
交
通
安
全
の
啓
発
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
交
通
安
全
運
動
終
了
後
に
な
り
ま
す
が
、
５
月
12
日

に
は
交
通
安
全
協
会
日
高
分
会
に
よ
る
村
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
交
通
事
故
の
発
生
原

因
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
や
油
断

で
あ
る
と
い
う
話
は
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
交
通

安
全
運
動
が
終
わ
っ
て

も
、
常
に
交
通
事
故
を

お
こ
さ
な
い
と
い
う
意

識
を
持
ち
続
け
る
よ
う

努
め
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

日 程  七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

金
婚
夫
婦
祝
福
の
ご
案
内

金
婚
夫
婦
祝
福
の
ご
案
内

金
婚
夫
婦
祝
福
の
ご
案
内

記 

 

資
格
…
昭
和
30
年
１
月
１
日
か

ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚

姻
届
を
出
し
て
い
る
ご
夫
婦

（
そ
れ
以
前
の
届
出
で
も
初

め
て
申
し
込
む
方
は
可
） 

申
込
方
法
…
別
添
「
平
成
17
年

度
金
婚
夫
婦
祝
福
に
つ
い
て
」

の
申
込
書
に
よ
る
か
、
便
箋

に
ご
夫
婦
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
部
落
名
・
電
話
番
号
・

結
婚
記
念
日
を
明
記
し
、
日

高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
あ
て
に
８
月

10
日
（水）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
日
高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課 

（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
住
所
　
日
高
村
沖
名
23
番
地 

　
電
話
　
２
４
―
７
８
５
１ 

《
追
記
》 

　
高
知
新
聞
社
等
主
催
「
第

48
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」

の
申
込
方
法
は
、
別
添
「
平

成
17
年
度
金
婚
夫
婦
祝
福
に

つ
い
て
」
の
裏
へ
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
※
申
込
期
限
は
、 

　
　
　
７
月
１
日
（金）
で
す
。 

　今年も出水のシーズンを迎え、ダムから水を流す機会が多くなります。
ダムから水を流すときは、あらかじめサイレンを鳴らしてお知らせいたし
ますので、川を利用される方は、増水に十分ご注意くださるようお願いい
たします。 

四国電力（筏津ダム）からのお願い

サイレンの鳴らしかた 

ウ～

１分吹鳴 

ウ～

１分吹鳴 （15秒休み） 

四国電力株式会社　筏津ダム管理所（TEL　0889-26-1173） 

※筏津ダム放流量等の情報は、下記の電話番号（無料）で24時間放送 
　しておりますので、ご利用ください。 

　　フリーダイヤル　0120－26－3679

　
今
年
も
敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
金
婚
夫
婦
に
記

念
品
を
贈
呈
し
、
長
寿
と
夫
婦
円
満
を
讃
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

　
日
高
村
は
、
昭
和
29
年
10

月
16
日
に
日
下
村
、
能
津
村
、

加
茂
村
の
一
部
が
合
併
し
日

高
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平

成
16
年
10
月
16
日
に
は
村
制

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨

年
は
佐
川
町
と
の
合
併
協
議

を
進
め
て
お
り
合
併
の
行
方

を
見
定
め
閉
村
式
か
、
50
周

年
記
念
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
し
た
。
本
年
10
月
９

日
に
合
併
50
周
年
を
計
画
し

記
念
式
典
、
写
真
集
の
発
行

等
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

村
内
の
皆
様
方
に
昔
懐
か
し

い
写
真
を
お
借
り
し
写
真
集

を
作
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力
お

願
い
致
し
ま
す
。 

日高村制50周年記念誌 日高村制50周年記念誌 日高村制50周年記念誌 日高村制50周年記念誌 　
　
　
　
記 

 

１
、
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
　
日
高
村
役
場
企
画
課 

２
、
電
話
番
号 

　
　
　
　
２
４
｜
５
１
１
３ 

３
、
備
　
考 

昭
和
29
年
ご
ろ
か
ら
現
在

ま
で
の
写
真 
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春
の
交
通
安
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春
の
交
通
安
全 

　
日
高
養
護
学
校
で
は
、
７
月

９
日
（土） 

恒
例
の
七
夕
ま
つ
り
を

お
こ
な
い
ま
す
。 

　
今
年
も
音
楽
ク
ラ
ブ
を
中
心

に
し
た
歌
や
生
徒
に
よ
る
鳴
子

踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
場
で

は
焼
き
鳥
や
か
き
氷
な
ど
の
夜

店
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
日
高
養
護
学

校
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
校
内
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

や
む
を
え
ず
自
家
用
車
を
利
用

さ
れ
る
方
は
で
き
る
限
り
乗
り

合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は

な
る
べ
く
徒
歩
な
ど
の
方
法
で

お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
30
回 

日
高
養
護
学
校 

16時 30分～

　開会行事（運動場） 

16時 45分～

　歌（音楽クラブを中心に～） 

　鳴子踊り 

　カラオケ大会 

　夜店 

18時 50分～

　閉会行事 

　
先
だ
っ
て
の
４
月
６
日
〜
15
日
の
間
に
お
い
て
実
施
さ

れ
た
春
の
交
通
安
全
運
動
に
際
し
ま
し
て
は
、
街
頭
活
動

等
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
本
年
も
、
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
、
い
の
警
察
署
管

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
高
齢
者
の
方
々
の
元

気
な
お
姿
は
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。 

　
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
お
い
て
は
、
例
年
ど
お
り
に

早
朝
の
街
頭
活
動
、
有
線
放
送
、
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

新
入
児
童
へ
の
帽
子
と
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
贈
呈
等
が

行
わ
れ
、
交
通
安
全
の
啓
発
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
交
通
安
全
運
動
終
了
後
に
な
り
ま
す
が
、
５
月
12
日

に
は
交
通
安
全
協
会
日
高
分
会
に
よ
る
村
内
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
交
通
事
故
の
発
生
原

因
の
多
く
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
や
油
断

で
あ
る
と
い
う
話
は
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
交
通

安
全
運
動
が
終
わ
っ
て

も
、
常
に
交
通
事
故
を

お
こ
さ
な
い
と
い
う
意

識
を
持
ち
続
け
る
よ
う

努
め
る
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

日 程  七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

七
夕
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

金
婚
夫
婦
祝
福
の
ご
案
内

金
婚
夫
婦
祝
福
の
ご
案
内

金
婚
夫
婦
祝
福
の
ご
案
内

記 

 

資
格
…
昭
和
30
年
１
月
１
日
か

ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚

姻
届
を
出
し
て
い
る
ご
夫
婦

（
そ
れ
以
前
の
届
出
で
も
初

め
て
申
し
込
む
方
は
可
） 

申
込
方
法
…
別
添
「
平
成
17
年

度
金
婚
夫
婦
祝
福
に
つ
い
て
」

の
申
込
書
に
よ
る
か
、
便
箋

に
ご
夫
婦
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
部
落
名
・
電
話
番
号
・

結
婚
記
念
日
を
明
記
し
、
日

高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
あ
て
に
８
月

10
日
（水）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
日
高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課 

（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
住
所
　
日
高
村
沖
名
23
番
地 

　
電
話
　
２
４
―
７
８
５
１ 

《
追
記
》 

　
高
知
新
聞
社
等
主
催
「
第

48
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
」

の
申
込
方
法
は
、
別
添
「
平

成
17
年
度
金
婚
夫
婦
祝
福
に

つ
い
て
」
の
裏
へ
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
不
明
な
点
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
※
申
込
期
限
は
、 

　
　
　
７
月
１
日
（金）
で
す
。 

　今年も出水のシーズンを迎え、ダムから水を流す機会が多くなります。
ダムから水を流すときは、あらかじめサイレンを鳴らしてお知らせいたし
ますので、川を利用される方は、増水に十分ご注意くださるようお願いい
たします。 

四国電力（筏津ダム）からのお願い

サイレンの鳴らしかた 

ウ～

１分吹鳴 

ウ～

１分吹鳴 （15秒休み） 

四国電力株式会社　筏津ダム管理所（TEL　0889-26-1173） 

※筏津ダム放流量等の情報は、下記の電話番号（無料）で24時間放送 
　しておりますので、ご利用ください。 

　　フリーダイヤル　0120－26－3679

　
今
年
も
敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
金
婚
夫
婦
に
記

念
品
を
贈
呈
し
、
長
寿
と
夫
婦
円
満
を
讃
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

　
日
高
村
は
、
昭
和
29
年
10

月
16
日
に
日
下
村
、
能
津
村
、

加
茂
村
の
一
部
が
合
併
し
日

高
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平

成
16
年
10
月
16
日
に
は
村
制

50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨

年
は
佐
川
町
と
の
合
併
協
議

を
進
め
て
お
り
合
併
の
行
方

を
見
定
め
閉
村
式
か
、
50
周

年
記
念
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
し
た
。
本
年
10
月
９

日
に
合
併
50
周
年
を
計
画
し

記
念
式
典
、
写
真
集
の
発
行

等
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

村
内
の
皆
様
方
に
昔
懐
か
し

い
写
真
を
お
借
り
し
写
真
集

を
作
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力
お

願
い
致
し
ま
す
。 

日高村制50周年記念誌 日高村制50周年記念誌 日高村制50周年記念誌 日高村制50周年記念誌 　
　
　
　
記 

 

１
、
問
い
合
わ
せ
先 

　
　
　
日
高
村
役
場
企
画
課 

２
、
電
話
番
号 

　
　
　
　
２
４
｜
５
１
１
３ 

３
、
備
　
考 

昭
和
29
年
ご
ろ
か
ら
現
在

ま
で
の
写
真 
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国保税のお知らせ国保税のお知らせ国保税のお知らせ国保税のお知らせ

※世帯主が国保の被保険者であるなし
にかかわらず、軽減判定には世帯主
の所得が含まれます。（世帯主が被
保険者でない場合、国保税の税額計
算には、関係ありません。） 
※軽減を受けるためには、世帯全員の
所得申告が必要です。所得が不明な
場合は軽減の対象になりません。収
入がない方も０の申告が必要ですの
で、申告をお願いします。 

※申請等についてのお問い合わせは 
　　日高村役場　税務課　国保係 
　　　２４―５１１２　まで 

被保険者数 
（世帯主を含む） 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

７ 割 軽 減
330,000円以下

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃 

５ 割 軽 減   

575,000円以下
820,000円以下

1,065,000円以下
1,310,000円以下
1,555,000円以下
1,800,000円以下
2,045,000円以下
2,290,000円以下 

２割軽減 (要申請 )
680,000円以下

1,030,000円以下
1,380,000円以下
1,730,000円以下
2,080,000円以下
2,430,000円以下
2,780,000円以下
3,130,000円以下
3,480,000円以下 

軽減判定基準所得 

本年度は６月27日までです。ただし平成17年４月２日以降に国保に加入された場合は、加入
日から14日以内または、平成17年６月27日のいずれか遅く到来する日までに提出してください。 

国保税軽減のお話

２割軽減は申請が必要です

提出期限

軽減基準額

　前年中の世帯の合計総所得金額が一定基準額以下の場合に
は、年間の国保税の中から均等割と平等割額を減額できる制
度があり、軽減された分は補助金等で補てんされます。軽減

は７割・５割・２割軽減に分かれており、２割軽減を受けるためには次の手続きが必要
です。（７割・５割軽減は課税時に自動的に計算されますので、申請は不要です。） 

　申請には提出期限があります。２割軽減と予想される世帯には申請書
を送付しますので、必要事項を記載の上、必ず提出期限内に申請をお願
いします。期限を過ぎると、該当者であっても２割軽減が受けることが

できなくなりますので、ご注意ください。 
　なお、「該当するはずなのに申請書が届かない。」若しくは、「２割の該当になるのでは？」という疑問が生じ
た場合は、お手数ですが税務課までご連絡ください。 

税務課

個人住民税の均等割が 
変わりました 

　同一村内に住所のある夫婦の場合（非
課税に該当する場合は除く）、従来は一
方が均等割課税のとき他方は非課税でし
たが、平成17年度から両者とも均等割課
税になります。ただし、17年度に限り、
他方は２分の１軽減になります。（例え
ば夫が全額課税のときは、妻は２分の１
軽減になります。） 
＊平成18年度からは、他方の２分の１の
軽減はなくなり、全額課税となります。 

均 等 割 額 

 

県村民税 

森林環境税 

計 

17年度

2,000円

500円

2,500円 

18年度以降

4,000円   

500円   

4,500円   

平成17年度口座振替日予定表 

異
動
が
あ
っ
た
場
合
の

 
 
 
届
出
は
お
忘
れ
な
く

休
日
・
時
間
外
の

年
金
相
談
の

お
知
ら
せ︵
六
月
︶

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 
◎国民年金保険料の納付は、便利で確実な『口
座振替』をご利用ください。 

○
第
二
月
曜
日
は
、
県
下
４
つ
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
後

７
時
ま
で
受
付
時
間
を
延
長
し
て

年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所

で
は
、
第
二
月
曜
日
以
外
に
も
毎

週
月
曜
日
に
午
後
７
時
ま
で
受
付

時
間
を
延
長
し
て
年
金
相
談
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。 

○
６
月
11
日
（土） 

は
、
県
下
４
つ
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年

金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所

及
び
高
知
西
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
６
月
18
日
（土） 

も
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
通
常
よ
り

混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

＊
第
三
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
＊ 

　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
２
年
前
ま
で

の
期
間
は
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
保
険
料
納
付
済
の
取

扱
い
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間
は
「
保
険
料
未

納
の
取
扱
い
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
期
間
に
つ
い
て
特

例
的
に
届
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
届
出
を
し

て
い
た
だ
く
と
、
２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
た
期
間
も
保
険

料
納
付
済
の
取
扱
い
と
な
り
、
将
来
そ
の
分
の
年
金
も
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
り
３
種
類
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
る
と
国
民

年
金
の
種
別
も
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
届
出
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

・
学
生
や
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
な
い
人
が
20
歳
に
な
っ
た 

・
会
社
を
退
職
し
て
自
営
業
を
は
じ
め
た 

・
会
社
を
退
職
し
て
無
職
に
な
っ
た 

・
配
偶
者
が
退
職
し
て
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た 

・
離
婚
し
て
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た 

・
収
入
が
130
万
円
を
超
え
て
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た 

・
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
、
職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し
た 

・
結
婚
し
て
、
配
偶
者（
第
二
号
）に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た 

・
会
社
を
退
職
し
て
、
配
偶
者
（
第
二
号
）
に
扶
養
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た 

・
配
偶
者
が
就
職
し
（
第
一
号
↓
第
二
号
）、
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た 

・
収
入
が
減
り
、
配
偶
者（
第
二
号
）に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た 

・
配
偶
者
が
転
職
し
て
別
の
会
社
に
就
職
し
た
、
ま
た
は
配
偶
者

の
加
入
制
度
が
変
わ
っ
た
（
厚
生
年
金
↓
共
済
組
合
な
ど
） 

第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業
・
農
林
漁
業
・

学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
無
職
の
人
な
ど
） 

お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
へ
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

届
出
の
際
に
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
な
ど
が
必

要
で
す
。 

第
二
号
被
保
険
者
（
職
場
の
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
） 

会
社
（
事
業
主
）
ま
た
は
共
済
組
合
な
ど
か
ら

届
出
を
し
ま
す
。 

第
三
号
被
保
険
者
（
第
二
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
） 

配
偶
者
の
勤
め
る
会
社
（
事
業
主
）
や
共
済
組

合
な
ど
か
ら
届
出
を
し
ま
す
。 
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国保税のお知らせ国保税のお知らせ国保税のお知らせ国保税のお知らせ

※世帯主が国保の被保険者であるなし
にかかわらず、軽減判定には世帯主
の所得が含まれます。（世帯主が被
保険者でない場合、国保税の税額計
算には、関係ありません。） 
※軽減を受けるためには、世帯全員の
所得申告が必要です。所得が不明な
場合は軽減の対象になりません。収
入がない方も０の申告が必要ですの
で、申告をお願いします。 

※申請等についてのお問い合わせは 
　　日高村役場　税務課　国保係 
　　　２４―５１１２　まで 

被保険者数 
（世帯主を含む） 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

７ 割 軽 減
330,000円以下

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃 

５ 割 軽 減   

575,000円以下
820,000円以下

1,065,000円以下
1,310,000円以下
1,555,000円以下
1,800,000円以下
2,045,000円以下
2,290,000円以下 

２割軽減 (要申請 )
680,000円以下

1,030,000円以下
1,380,000円以下
1,730,000円以下
2,080,000円以下
2,430,000円以下
2,780,000円以下
3,130,000円以下
3,480,000円以下 

軽減判定基準所得 

本年度は６月27日までです。ただし平成17年４月２日以降に国保に加入された場合は、加入
日から14日以内または、平成17年６月27日のいずれか遅く到来する日までに提出してください。 

国保税軽減のお話

２割軽減は申請が必要です

提出期限

軽減基準額

　前年中の世帯の合計総所得金額が一定基準額以下の場合に
は、年間の国保税の中から均等割と平等割額を減額できる制
度があり、軽減された分は補助金等で補てんされます。軽減

は７割・５割・２割軽減に分かれており、２割軽減を受けるためには次の手続きが必要
です。（７割・５割軽減は課税時に自動的に計算されますので、申請は不要です。） 

　申請には提出期限があります。２割軽減と予想される世帯には申請書
を送付しますので、必要事項を記載の上、必ず提出期限内に申請をお願
いします。期限を過ぎると、該当者であっても２割軽減が受けることが

できなくなりますので、ご注意ください。 
　なお、「該当するはずなのに申請書が届かない。」若しくは、「２割の該当になるのでは？」という疑問が生じ
た場合は、お手数ですが税務課までご連絡ください。 

税務課

個人住民税の均等割が 
変わりました 

　同一村内に住所のある夫婦の場合（非
課税に該当する場合は除く）、従来は一
方が均等割課税のとき他方は非課税でし
たが、平成17年度から両者とも均等割課
税になります。ただし、17年度に限り、
他方は２分の１軽減になります。（例え
ば夫が全額課税のときは、妻は２分の１
軽減になります。） 
＊平成18年度からは、他方の２分の１の
軽減はなくなり、全額課税となります。 

均 等 割 額 

 

県村民税 

森林環境税 

計 

17年度

2,000円

500円

2,500円 

18年度以降

4,000円   

500円   

4,500円   

平成17年度口座振替日予定表 

異
動
が
あ
っ
た
場
合
の

 
 
 
届
出
は
お
忘
れ
な
く

休
日
・
時
間
外
の

年
金
相
談
の

お
知
ら
せ︵
六
月
︶

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 
◎国民年金保険料の納付は、便利で確実な『口
座振替』をご利用ください。 

○
第
二
月
曜
日
は
、
県
下
４
つ
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
後

７
時
ま
で
受
付
時
間
を
延
長
し
て

年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所

で
は
、
第
二
月
曜
日
以
外
に
も
毎

週
月
曜
日
に
午
後
７
時
ま
で
受
付

時
間
を
延
長
し
て
年
金
相
談
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。 

○
６
月
11
日
（土） 

は
、
県
下
４
つ
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年

金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所

及
び
高
知
西
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
６
月
18
日
（土） 

も
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
通
常
よ
り

混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

＊
第
三
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
＊ 

　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
２
年
前
ま
で

の
期
間
は
第
三
号
被
保
険
者
と
な
り
保
険
料
納
付
済
の
取

扱
い
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間
は
「
保
険
料
未

納
の
取
扱
い
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
期
間
に
つ
い
て
特

例
的
に
届
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
届
出
を
し

て
い
た
だ
く
と
、
２
年
以
上
さ
か
の
ぼ
っ
た
期
間
も
保
険

料
納
付
済
の
取
扱
い
と
な
り
、
将
来
そ
の
分
の
年
金
も
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
り
３
種
類
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
る
と
国
民

年
金
の
種
別
も
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
届
出
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

・
学
生
や
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
な
い
人
が
20
歳
に
な
っ
た 

・
会
社
を
退
職
し
て
自
営
業
を
は
じ
め
た 

・
会
社
を
退
職
し
て
無
職
に
な
っ
た 

・
配
偶
者
が
退
職
し
て
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た 

・
離
婚
し
て
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た 

・
収
入
が
130
万
円
を
超
え
て
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た 

・
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
、
職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し
た 

・
結
婚
し
て
、
配
偶
者（
第
二
号
）に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た 

・
会
社
を
退
職
し
て
、
配
偶
者
（
第
二
号
）
に
扶
養
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た 

・
配
偶
者
が
就
職
し
（
第
一
号
↓
第
二
号
）、
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た 

・
収
入
が
減
り
、
配
偶
者（
第
二
号
）に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た 

・
配
偶
者
が
転
職
し
て
別
の
会
社
に
就
職
し
た
、
ま
た
は
配
偶
者

の
加
入
制
度
が
変
わ
っ
た
（
厚
生
年
金
↓
共
済
組
合
な
ど
） 

第
一
号
被
保
険
者
（
自
営
業
・
農
林
漁
業
・

学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
・
無
職
の
人
な
ど
） 

お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
へ
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

届
出
の
際
に
は
、
印
鑑
、
年
金
手
帳
な
ど
が
必

要
で
す
。 

第
二
号
被
保
険
者
（
職
場
の
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
） 

会
社
（
事
業
主
）
ま
た
は
共
済
組
合
な
ど
か
ら

届
出
を
し
ま
す
。 

第
三
号
被
保
険
者
（
第
二
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
） 

配
偶
者
の
勤
め
る
会
社
（
事
業
主
）
や
共
済
組

合
な
ど
か
ら
届
出
を
し
ま
す
。 

─広報ひだか６月号─　（10）（11）　─広報ひだか６月号─ 納税には口座振替が便利です！！

納期月 ４税（国保・固定・民税・軽自） 介護保険料

４月
振 替 日 ５月２日㈪ 国保→前納・１期分

固定→前納・１期分
軽自→１期分（全納）

４月18日㈪
第１期再振替日 ５月13日㈮

５月 振 替 日 ５月31日㈫ 国保→２期分再振替日 ６月13日㈪

６月 振 替 日 ６月30日㈭ 民税→前納・１期分
国保→３期分

６月16日㈭
第２期再振替日 ７月13日㈬

７月 振 替 日 ８月１日㈪ 国保→前納・４期分
固定→２期分再振替日 ８月15日㈪

８月 振 替 日 ８月31日㈬ 民税→２期分
国保→５期分

８月16日㈫
第３期再振替日 ９月13日㈫

９月 振 替 日 ９月30日㈮ 国保→６期分
固定→３期分再振替日 10月13日㈭

10月 振 替 日 10月31日㈪ 民税→３期分
国保→７期分

10月17日㈪
第４期再振替日 11月14日㈪

11月 振 替 日 11月30日㈬ 国保→８期分再振替日 12月13日㈫

12月 振 替 日 12月28日㈬ 固定→４期分
国保→９期分

12月16日㈮
第５期再振替日 １月13日㈮

１月 振 替 日 １月31日㈫ 民税→４期分
国保→10期分再振替日 ２月13日㈪

２月 振 替 日 該当なし ２月16日㈭
第６期再振替日 該当なし

３月 振 替 日 該当なし
再振替日 該当なし



介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
へ
の
お
知
ら
せ 

　
介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
に
提

供
さ
れ
る
食
事
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
標
準
負
担
額
（
７
８

０
円
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

村
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
属
す
る

方
は
「
標
準
負
担
額
減
額
措
置
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
５
月
末
日
が
有
効
期
限
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
６
月
中
に

更
新
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。 

　
な
お
、
平
成
16
年
度
中
の
所
得

を
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、
別

居
世
帯
の
方
の
扶
養
家
族
や
税
控

除
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
は
、

申
請
を
し
て
も
認
定
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　 

　
○
介
護
保
険
被
保
険
者
証 

○
印
鑑
（
認
め
の
印
鑑
で
結
構

で
す
。） 

 

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課 

　
介
護
保
険
係
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
２
４
｜
５
７
７
５ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
日
高
村
で
は
、
国
勢
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
調
査
員
の
募
集

を
行
い
ま
す
。
前
回
調
査
（
平
成
12
年
）
で
は
、
指
導
員
・
調
査

員
を
合
わ
せ
約
50
人
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

の
調
査
に
お
い
て
も
、
前
回
調
査
と
同
程
度
の
調
査
員
を
要
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　「
調
査
員
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
お
考
え
の
方
の
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
担
当
地
区
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
で
き
る
だ
け
配
慮

し
ま
す
。
調
査
員
が
行
う
主
な
仕
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
調
査
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
へ
の
出
席
（
８
月
下
旬
〜
９

月
中
旬
） 

②
調
査
地
域
の
確
認
と
「
調
査
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」

の
配
布 

③
調
査
票
の
配
布
と
回
収 

④
調
査
書
類
の
検
査
と
提
出 

 

調
査
員
資
格 

○
20
歳
以
上
の
方 

○
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方 

○
秘
密
の
保
護
を
守
れ
る
方 

○
国
税
・
地
方
税
法
に
規
定
す
る
徴
収
職
員
で
な
い
方 

 

募
集
人
員
　
　
約
50
人 

募
集
期
間
　
　
６
月
30
日
ま
で 

 

問
い
合
わ
せ 

　
日
高
村
　
総
務
課
　
　
２
４
｜
５
１
１
１ 

平
成
17
年
国
勢
調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て 

宅
地 

147
・ 
76
㎡

日
高
村 

種
　
目 

数
　
量 

所
有
者 

大
阪
市 

天
下
茶
屋 

３
丁
目
48
番
地
２ 

土
地 

所
在
地 

区
　
分 公

売
広
告

公
売
広
告

公
売
広
告

１
　
公
売
物
件 

           

２
　
公
売
の
方
法 

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
。 

３
　
入
札
者
の
資
格 

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

者
は
、
こ
の
一
般
競
争
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（１） 

　
一
般
競
争
入
札
に
当
該
入

札
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る

能
力
を
有
し
な
い
者
及
び
破

産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
。 

（２）  

地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条

の
４
第
２
項
各
号
の
規
定
に

該
当
す
る
者
で
、
当
該
事
実

が
あ
っ
た
日
か
ら
２
年
を
経

過
し
な
い
者
。 

（３）  

公
有
財
産
に
関
す
る
事
務
に

従
事
す
る
職
員
で
、
地
方
自

治
法
第
238
条
の
３
の
規
定
に

該
当
す
る
者
。 

４
　
入
札
心
得
書
並
び
に
契
約

条
項
を
示
す
場
所
及
び
問
い

合
わ
せ
先 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

　
　
　（
日
高
村
本
郷
61 

｜
１
） 

　
　
　
　
２
４
｜
５
１
１
３ 

５
　
現
場
説
明
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
６
月
24
日
（金）  

　
　
　
　
午
前
11
時
か
ら
。 

○
場
所
　
現
地
（
南
海
電
車
天

下
茶
屋
東
口
よ
り
徒

歩
３
分
）
に
て
行
う
。 

６
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
７
月
１
日
（金）  

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
。 

○
場
所
　
日
高
村
役
場
２
階 

　
　
　
　「
北
会
議
室
」 

※
開
札
は
、
入
札
締
め
切
り
後

直
ち
に
行
う
。
但
し
、
郵
送

に
よ
る
入
札
は
、
入
札
執
行

日
時
ま
で
に
必
着
と
す
る
。 

７
　
無
効
入
札 

　
３
に
掲
げ
る
入
札
者
の
資
格

の
な
い
者
の
入
札
及
び
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入

札
は
、
無
効
と
す
る
。 

（１） 

　
村
有
財
産
一
般
競
争
入
札

参
加
申
込
書
（
入
札
参
加
者

が
代
理
人
で
あ
る
場
合
は
、

本
人
の
委
任
状
を
添
付
す
る

こ
と
）
を
提
出
し
て
い
な
い

と
き
。 

（２） 

　
入
札
に
際
し
、
不
正
の
行

為
が
あ
っ
た
と
き
。 

（３） 

　
入
札
者
又
は
、
そ
の
代
理

人
が
同
一
の
入
札
に
つ
い
て

２
以
上
の
入
札
を
し
た
と
き
。 

（４） 

　
入
札
書
の
氏
名
（
法
人
に

あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名
）

そ
の
他
重
要
な
文
字
及
び
証

印
が
誤
脱
し
、
又
は
不
明
な

と
き
。 

（５） 

　
入
札
書
の
金
額
を
訂
正
し

て
い
る
と
き
。 

（６） 

　
公
売
広
告
又
は
入
札
心
得

事
項
に
違
反
し
た
と
き
。 

（７） 

　
入
札
担
当
者
の
指
示
に
従

わ
な
い
と
き
。 

（８） 

　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
入
札
条
件
に
違
反
し

た
と
き
。 

８
　
そ
の
他 

　
現
場
説
明
に
不
参
加
の
者
が

入
札
に
参
加
し
た
場
合
は
、
現

場
説
明
に
お
け
る
各
種
事
項
に

つ
い
て
、
す
で
に
了
知
さ
れ
て

い
る
も
の
と
み
な
す
。 

 

高
岡
郡
日
高
村
長
　
中
野
　
益 

　去る５月26日（木）に東部児童館にて、芋の蔓
植えが行われました。当日は天候にも恵まれ、ま
た村内の小学校の先生方の参加もあり、賑やかな
雰囲気の中、子どもたちは土まみれになりながら
も元気よく芋の蔓を畝に植えていきました。秋に
は立派なお芋が収穫できることを願って、みんな
楽しそうに植えていました。 

芋 植 え芋 植 え芋 植 え

─広報ひだか６月号─　（12）（13）　─広報ひだか６月号─



介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
へ
の
お
知
ら
せ 

　
介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
に
提

供
さ
れ
る
食
事
の
費
用
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
標
準
負
担
額
（
７
８

０
円
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

村
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
属
す
る

方
は
「
標
準
負
担
額
減
額
措
置
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
を

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
内
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
５
月
末
日
が
有
効
期
限
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
６
月
中
に

更
新
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ

い
。 

　
な
お
、
平
成
16
年
度
中
の
所
得

を
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方
や
、
別

居
世
帯
の
方
の
扶
養
家
族
や
税
控

除
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
は
、

申
請
を
し
て
も
認
定
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　 

　
○
介
護
保
険
被
保
険
者
証 

○
印
鑑
（
認
め
の
印
鑑
で
結
構

で
す
。） 

 

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福
祉
課 

　
介
護
保
険
係
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
２
４
｜
５
７
７
５ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
日
高
村
で
は
、
国
勢
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
調
査
員
の
募
集

を
行
い
ま
す
。
前
回
調
査
（
平
成
12
年
）
で
は
、
指
導
員
・
調
査

員
を
合
わ
せ
約
50
人
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

の
調
査
に
お
い
て
も
、
前
回
調
査
と
同
程
度
の
調
査
員
を
要
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　「
調
査
員
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
お
考
え
の
方
の
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
担
当
地
区
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
で
き
る
だ
け
配
慮

し
ま
す
。
調
査
員
が
行
う
主
な
仕
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
調
査
事
務
打
ち
合
わ
せ
会
へ
の
出
席
（
８
月
下
旬
〜
９

月
中
旬
） 

②
調
査
地
域
の
確
認
と
「
調
査
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」

の
配
布 

③
調
査
票
の
配
布
と
回
収 

④
調
査
書
類
の
検
査
と
提
出 

 

調
査
員
資
格 

○
20
歳
以
上
の
方 

○
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方 

○
秘
密
の
保
護
を
守
れ
る
方 

○
国
税
・
地
方
税
法
に
規
定
す
る
徴
収
職
員
で
な
い
方 

 

募
集
人
員
　
　
約
50
人 

募
集
期
間
　
　
６
月
30
日
ま
で 

 

問
い
合
わ
せ 

　
日
高
村
　
総
務
課
　
　
２
４
｜
５
１
１
１ 

平
成
17
年
国
勢
調
査
員
の
募
集
に
つ
い
て 

宅
地 

147
・ 
76
㎡

日
高
村 

種
　
目 

数
　
量 

所
有
者 

大
阪
市 

天
下
茶
屋 

３
丁
目
48
番
地
２ 

土
地 

所
在
地 

区
　
分 公

売
広
告

公
売
広
告

公
売
広
告

１
　
公
売
物
件 

           

２
　
公
売
の
方
法 

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
る
。 

３
　
入
札
者
の
資
格 

　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

者
は
、
こ
の
一
般
競
争
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（１） 

　
一
般
競
争
入
札
に
当
該
入

札
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る

能
力
を
有
し
な
い
者
及
び
破

産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
。 

（２）  

地
方
自
治
法
施
行
令
第
167
条

の
４
第
２
項
各
号
の
規
定
に

該
当
す
る
者
で
、
当
該
事
実

が
あ
っ
た
日
か
ら
２
年
を
経

過
し
な
い
者
。 

（３）  

公
有
財
産
に
関
す
る
事
務
に

従
事
す
る
職
員
で
、
地
方
自

治
法
第
238
条
の
３
の
規
定
に

該
当
す
る
者
。 

４
　
入
札
心
得
書
並
び
に
契
約

条
項
を
示
す
場
所
及
び
問
い

合
わ
せ
先 

　
日
高
村
役
場
企
画
課 

　
　
　（
日
高
村
本
郷
61 

｜
１
） 

　
　
　
　
２
４
｜
５
１
１
３ 

５
　
現
場
説
明
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
６
月
24
日
（金）  

　
　
　
　
午
前
11
時
か
ら
。 

○
場
所
　
現
地
（
南
海
電
車
天

下
茶
屋
東
口
よ
り
徒

歩
３
分
）
に
て
行
う
。 

６
　
入
札
執
行
の
日
時
及
び
場
所 

○
日
時
　
平
成
17
年
７
月
１
日
（金）  

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
。 

○
場
所
　
日
高
村
役
場
２
階 

　
　
　
　「
北
会
議
室
」 

※
開
札
は
、
入
札
締
め
切
り
後

直
ち
に
行
う
。
但
し
、
郵
送

に
よ
る
入
札
は
、
入
札
執
行

日
時
ま
で
に
必
着
と
す
る
。 

７
　
無
効
入
札 

　
３
に
掲
げ
る
入
札
者
の
資
格

の
な
い
者
の
入
札
及
び
次
の
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入

札
は
、
無
効
と
す
る
。 

（１） 

　
村
有
財
産
一
般
競
争
入
札

参
加
申
込
書
（
入
札
参
加
者

が
代
理
人
で
あ
る
場
合
は
、

本
人
の
委
任
状
を
添
付
す
る

こ
と
）
を
提
出
し
て
い
な
い

と
き
。 

（２） 

　
入
札
に
際
し
、
不
正
の
行

為
が
あ
っ
た
と
き
。 

（３） 

　
入
札
者
又
は
、
そ
の
代
理

人
が
同
一
の
入
札
に
つ
い
て

２
以
上
の
入
札
を
し
た
と
き
。 

（４） 

　
入
札
書
の
氏
名
（
法
人
に

あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名
）

そ
の
他
重
要
な
文
字
及
び
証

印
が
誤
脱
し
、
又
は
不
明
な

と
き
。 

（５） 

　
入
札
書
の
金
額
を
訂
正
し

て
い
る
と
き
。 

（６） 

　
公
売
広
告
又
は
入
札
心
得

事
項
に
違
反
し
た
と
き
。 

（７） 

　
入
札
担
当
者
の
指
示
に
従

わ
な
い
と
き
。 

（８） 

　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
、
入
札
条
件
に
違
反
し

た
と
き
。 

８
　
そ
の
他 

　
現
場
説
明
に
不
参
加
の
者
が

入
札
に
参
加
し
た
場
合
は
、
現

場
説
明
に
お
け
る
各
種
事
項
に

つ
い
て
、
す
で
に
了
知
さ
れ
て

い
る
も
の
と
み
な
す
。 

 

高
岡
郡
日
高
村
長
　
中
野
　
益 

　去る５月26日（木）に東部児童館にて、芋の蔓
植えが行われました。当日は天候にも恵まれ、ま
た村内の小学校の先生方の参加もあり、賑やかな
雰囲気の中、子どもたちは土まみれになりながら
も元気よく芋の蔓を畝に植えていきました。秋に
は立派なお芋が収穫できることを願って、みんな
楽しそうに植えていました。 

芋 植 え芋 植 え芋 植 え

─広報ひだか６月号─　（12）（13）　─広報ひだか６月号─

 

▲ ▲ ▲  

平成17年度自衛官等募集案内 ▲ ▲ ▲

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

防衛大学校学生

一般 高卒（見込含） ９／９～９／ 30
１次：11 ／ 12・13
２次：12 ／ 13～16

１次：12 ／７
最終：18年２／ 16

推薦 21歳未満 ９／５～９／７ 　　　９／ 24・25 　　　11 ／ 10

防衛医科大学校学生
高卒（見込含）
21歳未満

９／９～９／ 30
１次：11 ／５・６
２次：12 ／７～９

１次：11 ／ 29
最終：18年２／ 16

航空学生
高卒（見込含）
21歳未満

８／１～９／８
１次：９／ 23
２次：10 ／ 15～20
３次：11 ／ 13～12 ／９

１次：10 ／７
２次：11 ／４
最終：18年１／ 26

看護学生
高卒（見込含）
24歳未満

９／９～９／ 30
１次：10 ／ 16
２次：11 ／ 18・19

１次：11 ／１
最終：18年１／ 11

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満 ８／１～９／８
１次：９／ 17
２次：10 ／８～14

１次：10 ／３
最終：11 ／９

曹候補士 18歳以上27歳未満 ８／１～９／８
１次：９／ 17
２次：10 ／８～14

１次：10 ／３
最終：11 ／ 16

２等陸・海・空士（女子） 18歳以上27歳未満 ８／１～９／８ 　　　９／ 25・26 　　　11 ／ 18

２等陸・海・空士（男子） 18歳以上27歳未満 ８／１～９／ 15
１次：９／ 16
２次：受付時お知らせします

受付時お知らせします

※お問い合わせは市町村窓口又は下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もございます。
　〒785-0041　自衛隊須崎募集事務所
　　　　　　　　　　須崎市西崎町325-2　　☎ 0889－42－7186



池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

川
瀬
　
晴
恵 

○
散
る
花
の
風
に
遊
び
て
向
き
を
変
へ 

俳
句
で
花
と
い
え
ば
桜
の
花
の
こ
と
で
あ
る
。

花
の
盛
り
と
と
も
に
風
に
散
る
桜
の
花
に
は

風
情
が
あ
る
。 

掲
句
は
、
中
空
を
た
だ
よ
っ
て
い
た
花
び
ら

が
風
に
よ
っ
て
向
き
を
変
え
た
と
い
う
こ
ま

や
か
な
と
こ
ろ
ま
で
観
察
し
た
。 

 

島
田
　
　
瞳 

○
吹
か
れ
つ
ヽ
風
に
応
へ
て
藤
下
が
る 

広
々
と
し
た
藤
棚
か
ら
豊
か
に
垂
れ
る
花
房

や
木
に
か
か
る
山
藤
な
ど
は
明
る
い
紫
色
や

白
で
、
見
事
な
晩
春
の
眺
め
で
あ
る
。
掲
句

の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
風
に
吹
か
れ
て
い

る
の
も
ま
た
美
し
い
。 

 

伊
野
部
哲
也 

肩
車
し
て
藤
の
房
く
ぐ
り
を
り 

く
ち
び
る
に
残
る
う
ぐ
い
す
餅
の
粉 

 

岩
村
　
さ
と 

藤
の
花
香
り
初
め
て
氣
が
つ
き
ぬ 

母
の
日
の
宅
配
便
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

 

柏
井
　
皓
子 

藤
棚
の
白
と
紫
揺
れ
交
わ
す 

様
々
な
新
樹
の
色
の
光
り
合
ふ 

 

片
岡
　
幸
枝 

故
郷
の
五
月
の
山
に
帰
り
け
り 

草
餅
を
作
り
て
を
り
て
遅
く
な
り 

門
田
の
ぶ
子 

門
に
建
つ
日
の
丸
映
ゆ
る
み
ど
り
の
日 

花
薊
一
輪
挿
し
に
似
合
ひ
け
り 

 

北
添
　
正
子 

手
を
つ
な
ぎ
妹
に
取
ら
す
草
苺 

藤
棚
に
寄
せ
て
は
返
へ
す
藍
の
風 

 

鎮
西
　
美
緒 

草
笛
の
そ
こ
こ
こ
か
す
れ
な
が
ら
吹
く 

夏
山
の
裾
に
曳
き
た
る
遊
水
池 

 

中
山
　
美
根 

藤
蔓
に
確
と
掴
ま
り
祖
谷
の
橋 

今
年
も
手
揉
の
新
茶
予
約
せ
り 

 

中
村
　
梅
子 

藤
棚
を
潜
り
茶
店
へ
入
り
け
り 

虎
杖
を
取
る
目
が
次
ぎ
を
さ
が
し
を
り 

 

南
部
記
代
子 

車
椅
子
押
し
て
藤
棚
く
ぐ
り
抜
け 

藤
下
が
り
紫
の
風
そ
よ
と
吹
く 

 

橋
詰
登
志
子 

雨
ふ
く
む
花
の
重
み
の
牡
丹
か
な 

臥
す
母
に
牡
丹
話
し
て
見
せ
に
け
り 

 

濱
田
　
　
幸 

藤
の
花
ほ
め
て
講
釈
長
談
義 

久
し
振
り
蛙
を
聞
き
つ
つ
雨
籠
も
り 

 

浜
田
　
博
子 

百
年
の
樹
齢
を
よ
じ
れ
咲
き
し
藤 

惜
春
の
峠
に
出
会
ふ
白
き
花 

 

森
下
　
花
子 

藤
壷
の
住
み
し
館
跡
藤
の
花 

石
仏
の
双
掌
に
垂
る
る
藤
の
花 

 

池
野
い
ち
び 

島
を
出
る
船
を
見
て
ゐ
る
孕
鹿 

休
む
間
も
草
を
む
し
つ
て
ゐ
る
右
手 

 

水
稲
共
同
防
除
に
対
す
る
ご
協
力
の
お
願
い

中
央
農
業
共
済
組
合 

井
ノ
峯
、
九
頭
、
本
郷
、
沖

名
下
、
沖
名
上
・
中
、
下
分
、

防
除
班 

 

　
本
年
度
も
圃
場
整
備
区
域
内

の
水
稲
一
斉
防
除
を
下
記
の
日

程
に
よ
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
共
同
防
除
は
、
農
家
の

皆
様
は
も
と
よ
り
、
防
除
所
、

村
役
場
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
、
農
協
等
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
液
剤
散
布

の
方
法
に
よ
り
少
な
い
農
薬
を

効
果
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
環
境
保
全
に
も
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
行
う
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
朝
早
く
か
ら
の
騒
音

や
関
係
車
輌
の
往
来
、
微
量
の

農
薬
霧
の
飛
沫
等
で
、
近
所
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
散
布
に
際
し
ま
し
て
は
、

十
分
注
意
を
し
て
実
施
し
ま
す

が
車
輌
、
洗
濯
物
、
ペ
ッ
ト
等

は
格
納
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

共同防除日程は天候等により、変更になることがあります。共同防除予定表 
防除地区 
下 分  
本 郷  
井 ノ 峯  
沖名上・中 
沖 名 下  
九 頭  

１回目
６／25  朝
７／６  朝
６／30  晩
６／28  晩
７／３  朝
６／24  朝

２回目
７／23  朝
７／15  朝
７／19  晩
７／11  晩
７／13  朝
７／14  朝

３回目
８／20  朝
７／19  朝
８／11  晩
８／12  晩
８／11  朝
８／10  朝

４回目
未　定
８／15  朝
８／29  晩
８／26  晩
８／25  朝
８／26  朝

５回目

８／27  朝

未　定

作業時間　朝の部　午前３時頃～９時頃 
　　　　　晩の部　午後５時頃～10時頃 詳細はNOSAI中央まで 

お問い合わせください。 
　 24－5611

教
育
委
員
会 
教
育
委
員
会 

瓦
版

瓦
版
瓦
版

高
岡
教
育
総
合
フ
ェ
ス
タ
開
催
！

【
と
　
き
】
　
７
月
３
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時 

【
と
こ
ろ
】
　
須
崎
市
民
文
化
会
館
　
全
館 

　
高
岡
郡
内
10
市
町
村
の
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
が
一
堂
に
集
ま

り
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
・
展
示
発
表
、
そ
し
て
各
市
町
村
の
地
場
産

品
等
の
販
売
活
動
を
行
い
ま
す
！ 

　
日
高
村
か
ら
は
、『
展
示
・
発
表
部
門
』
へ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
の
わ
会
・

朗
読
ひ
だ
か
・
民
話
の
会
の
み
な
さ
ん
。『
販
売
部
門
』
へ
、
日
高
村
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

　
ほ
か
に
も
各
市
町
村
か
ら
の
取
り
組
み
発
表
や
地

場
産
品
販
売
が
、
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

　
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！ 

テーマは、
「夢」と「笑顔」！

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
！

部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
強
調
旬
間
記
念
事
業 

【
と
　
き
】
　
７
月
11
日
（
月
） 

【
と
こ
ろ
】
　
高
知
市
　
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
オ
レ
ン
ジ
） 

【
内
　
容
】
　
・
人
権
作
文
発
表 

　
　
　
　
　
　
・
ひ
と
り
語
り
「
橋
の
な
い
川
」
　
向
田
敬
子
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
・
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
「
風
と
大
地
と
島
を
唄
う
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
ぬ
風
人
　
ま
ー
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド 

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
⋮

日
高
村
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
高
村
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
内
） 

【
電
　
話
】
２
４
―
５
７
３
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
で
す
） 

　大手企業の会長が、大
病をきっかけに浮かんで
きた疑問「自分は幸せだ
ったのか」。 
　自伝の執筆のため旅に
出た会長は、やがて本当
の目的である、自らの人
生を検証する心の旅を始
める…。 

映画 
『残照の中で』 
テレビ放映！ 

映画 
『残照の中で』 
テレビ放映！ 
【と　き】６月26日（日） 
　　　　　午後０時30分 
　　　　　　　～１時30分 
【放送局】株式会社 
　　　　　高知放送 

人権の尊さを、もう
一度、見つめ直して
みませんか？
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池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

川
瀬
　
晴
恵 

○
散
る
花
の
風
に
遊
び
て
向
き
を
変
へ 

俳
句
で
花
と
い
え
ば
桜
の
花
の
こ
と
で
あ
る
。

花
の
盛
り
と
と
も
に
風
に
散
る
桜
の
花
に
は

風
情
が
あ
る
。 

掲
句
は
、
中
空
を
た
だ
よ
っ
て
い
た
花
び
ら

が
風
に
よ
っ
て
向
き
を
変
え
た
と
い
う
こ
ま

や
か
な
と
こ
ろ
ま
で
観
察
し
た
。 

 

島
田
　
　
瞳 

○
吹
か
れ
つ
ヽ
風
に
応
へ
て
藤
下
が
る 

広
々
と
し
た
藤
棚
か
ら
豊
か
に
垂
れ
る
花
房

や
木
に
か
か
る
山
藤
な
ど
は
明
る
い
紫
色
や

白
で
、
見
事
な
晩
春
の
眺
め
で
あ
る
。
掲
句

の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
風
に
吹
か
れ
て
い

る
の
も
ま
た
美
し
い
。 

 

伊
野
部
哲
也 

肩
車
し
て
藤
の
房
く
ぐ
り
を
り 

く
ち
び
る
に
残
る
う
ぐ
い
す
餅
の
粉 

 

岩
村
　
さ
と 

藤
の
花
香
り
初
め
て
氣
が
つ
き
ぬ 

母
の
日
の
宅
配
便
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン 

 

柏
井
　
皓
子 

藤
棚
の
白
と
紫
揺
れ
交
わ
す 

様
々
な
新
樹
の
色
の
光
り
合
ふ 

 

片
岡
　
幸
枝 

故
郷
の
五
月
の
山
に
帰
り
け
り 

草
餅
を
作
り
て
を
り
て
遅
く
な
り 

門
田
の
ぶ
子 

門
に
建
つ
日
の
丸
映
ゆ
る
み
ど
り
の
日 

花
薊
一
輪
挿
し
に
似
合
ひ
け
り 

 

北
添
　
正
子 

手
を
つ
な
ぎ
妹
に
取
ら
す
草
苺 

藤
棚
に
寄
せ
て
は
返
へ
す
藍
の
風 

 

鎮
西
　
美
緒 

草
笛
の
そ
こ
こ
こ
か
す
れ
な
が
ら
吹
く 

夏
山
の
裾
に
曳
き
た
る
遊
水
池 

 

中
山
　
美
根 

藤
蔓
に
確
と
掴
ま
り
祖
谷
の
橋 

今
年
も
手
揉
の
新
茶
予
約
せ
り 

 

中
村
　
梅
子 

藤
棚
を
潜
り
茶
店
へ
入
り
け
り 

虎
杖
を
取
る
目
が
次
ぎ
を
さ
が
し
を
り 

 

南
部
記
代
子 

車
椅
子
押
し
て
藤
棚
く
ぐ
り
抜
け 

藤
下
が
り
紫
の
風
そ
よ
と
吹
く 
 

橋
詰
登
志
子 

雨
ふ
く
む
花
の
重
み
の
牡
丹
か
な 

臥
す
母
に
牡
丹
話
し
て
見
せ
に
け
り 

 

濱
田
　
　
幸 

藤
の
花
ほ
め
て
講
釈
長
談
義 

久
し
振
り
蛙
を
聞
き
つ
つ
雨
籠
も
り 

 
浜
田
　
博
子 

百
年
の
樹
齢
を
よ
じ
れ
咲
き
し
藤 

惜
春
の
峠
に
出
会
ふ
白
き
花 

 

森
下
　
花
子 

藤
壷
の
住
み
し
館
跡
藤
の
花 

石
仏
の
双
掌
に
垂
る
る
藤
の
花 

 

池
野
い
ち
び 

島
を
出
る
船
を
見
て
ゐ
る
孕
鹿 

休
む
間
も
草
を
む
し
つ
て
ゐ
る
右
手 

 

水
稲
共
同
防
除
に
対
す
る
ご
協
力
の
お
願
い

中
央
農
業
共
済
組
合 

井
ノ
峯
、
九
頭
、
本
郷
、
沖

名
下
、
沖
名
上
・
中
、
下
分
、

防
除
班 

 

　
本
年
度
も
圃
場
整
備
区
域
内

の
水
稲
一
斉
防
除
を
下
記
の
日

程
に
よ
り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
共
同
防
除
は
、
農
家
の

皆
様
は
も
と
よ
り
、
防
除
所
、

村
役
場
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
、
農
協
等
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
液
剤
散
布

の
方
法
に
よ
り
少
な
い
農
薬
を

効
果
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
環
境
保
全
に
も
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
行
う
も
の
で
す
。 

　
当
日
は
朝
早
く
か
ら
の
騒
音

や
関
係
車
輌
の
往
来
、
微
量
の

農
薬
霧
の
飛
沫
等
で
、
近
所
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
散
布
に
際
し
ま
し
て
は
、

十
分
注
意
を
し
て
実
施
し
ま
す

が
車
輌
、
洗
濯
物
、
ペ
ッ
ト
等

は
格
納
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

共同防除日程は天候等により、変更になることがあります。共同防除予定表 
防除地区 
下 分  
本 郷  
井 ノ 峯  
沖名上・中 
沖 名 下  
九 頭  

１回目
６／25  朝
７／６  朝
６／30  晩
６／28  晩
７／３  朝
６／24  朝

２回目
７／23  朝
７／15  朝
７／19  晩
７／11  晩
７／13  朝
７／14  朝

３回目
８／20  朝
７／19  朝
８／11  晩
８／12  晩
８／11  朝
８／10  朝

４回目
未　定
８／15  朝
８／29  晩
８／26  晩
８／25  朝
８／26  朝

５回目

８／27  朝

未　定

作業時間　朝の部　午前３時頃～９時頃 
　　　　　晩の部　午後５時頃～10時頃 詳細はNOSAI中央まで 

お問い合わせください。 
　 24－5611

教
育
委
員
会 

教
育
委
員
会 

瓦
版

瓦
版
瓦
版

高
岡
教
育
総
合
フ
ェ
ス
タ
開
催
！

【
と
　
き
】
　
７
月
３
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時 

【
と
こ
ろ
】
　
須
崎
市
民
文
化
会
館
　
全
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高
岡
郡
内
10
市
町
村
の
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
が
一
堂
に
集
ま

り
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
展
示
・
展
示
発
表
、
そ
し
て
各
市
町
村
の
地
場
産

品
等
の
販
売
活
動
を
行
い
ま
す
！ 

　
日
高
村
か
ら
は
、『
展
示
・
発
表
部
門
』
へ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
の
わ
会
・

朗
読
ひ
だ
か
・
民
話
の
会
の
み
な
さ
ん
。『
販
売
部
門
』
へ
、
日
高
村
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

　
ほ
か
に
も
各
市
町
村
か
ら
の
取
り
組
み
発
表
や
地

場
産
品
販
売
が
、
盛
り
だ
く
さ
ん
！ 

　
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！ 

テーマは、
「夢」と「笑顔」！

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
！

部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
強
調
旬
間
記
念
事
業 

【
と
　
き
】
　
７
月
11
日
（
月
） 

【
と
こ
ろ
】
　
高
知
市
　
県
民
文
化
ホ
ー
ル
（
オ
レ
ン
ジ
） 

【
内
　
容
】
　
・
人
権
作
文
発
表 

　
　
　
　
　
　
・
ひ
と
り
語
り
「
橋
の
な
い
川
」
　
向
田
敬
子
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
・
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
「
風
と
大
地
と
島
を
唄
う
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
ぬ
風
人
　
ま
ー
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド 

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
⋮

日
高
村
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
高
村
総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
内
） 

【
電
　
話
】
２
４
―
５
７
３
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
で
す
） 

　大手企業の会長が、大
病をきっかけに浮かんで
きた疑問「自分は幸せだ
ったのか」。 
　自伝の執筆のため旅に
出た会長は、やがて本当
の目的である、自らの人
生を検証する心の旅を始
める…。 

映画 
『残照の中で』 
テレビ放映！ 

映画 
『残照の中で』 
テレビ放映！ 
【と　き】６月26日（日） 
　　　　　午後０時30分 
　　　　　　　～１時30分 
【放送局】株式会社 
　　　　　高知放送 

人権の尊さを、もう
一度、見つめ直して
みませんか？
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月
号
 

 N
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発
行
/日
高
村
役
場
　
〒
781-2194 高

知
県
高
岡
郡
日
高
村
本
郷
61-10889-24-5111 F

A
X
0889-24-7966

　
編
集
/日
高
村
広
報
編
集
委
員
会
　
印
刷
/西
村
謄
写
堂
 

日高村の人口 日高村の 
交通事故発生状況 

お誕生
おめでとうございます

珍鳥・迷鳥・常連さん！

高知の鳥の話

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、 

　
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

図書館利用案内

ごめい福をお祈りいたします

　　　１～４月分（４月） 

人身事故　　17件 （４件） 
死　　者　　０名 （０名） 
傷　　者　　21名 （５名） 

⑧ 

写
真
で
罪
ほ
ろ
ぼ
し�

⋮

直径10㎝ほどの花を 
咲かせたカザグルマ 

　　　　　　４月末現在 

　　　　　　   （前月比） 
世帯数 　 2,429　（＋７） 
人　口 　 6,217人（－５） 
　　　 男 2,960人（＋２） 
　　　 女 3,257人（－７） 

西川　賢生（父）　実知子（母） 
　　　諒　（りょう） 
　　　　　　Ｈ17．４．14　木屋ヶ谷 
奥内　雅巳（父）　友紀（母） 
　　優　月（ゆづき） 
　　　　　　Ｈ17．５．５　大橋東 
畠山　暦（父）　理夏（母） 
　　大　輝（たいき） 
　　　　　　Ｈ17．５．４　柱谷 

氏　名 

岡林　一枝 

門田喜美子 

片岡　鹿壽 

田村　靖子 

死亡年月日

Ｈ17.４.16

Ｈ17.４.17

Ｈ17.４.24

Ｈ17.５.10

年齢

83才

89才

96才

73才

部落名 

長 　 崎  

宮 　 谷  

望 ヶ 丘  

石 　 田  

（以上平成17年５月15日迄届出分） 

（以上平成17年５月15日迄届出分） 

  

　
今
年
、
高
校
３
年
生
に
な
る
娘
が
初
め
て
参
加
し
た
遊
水
池
の
探

鳥
会
か
ら
８
年
。
彼
女
が
そ
の
探
鳥
会
で
ヒ
ク
イ
ナ
の
声
を
聞
い
た

の
が
、
小
学
４
年
生
の
時
だ
っ
た
。
引
退
を
前
に
し
た
最
後
の
バ
レ

ー
の
試
合
だ
か
ら
応
援
に
来
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
。「
鳥
ば
か
り

追
い
か
け
て
、
休

み
を
子
ど
も
の
た

め
に
使
う
こ
と
な

ど
あ
ま
り
な
か
っ

た
な
あ
」
と
、
反

省
し
て
初
め
て
の

応
援
に
行
っ
て
み

た
。
私
の
連
れ
合

い
は
、
あ
た
り
構
わ
ず
大
声
で
声
援
を
送
る
が
、
私
は
連
れ
あ
い
の

声
や
拍
手
の
音
が
う
る
さ
く
、
黙
々
と
初
め
て
の
被
写
体
で
あ
る
娘

た
ち
バ
レ
ー
選
手
を
レ
ン
ズ
越
し
に
追
い
か
け
て
い
た
。 

　
や
は
り
、
大
勢
の
人
が
集
ま
る
場
所
は
苦
手
だ
な
あ
、
の
ん
び
り

と
山
の
中
で
鳥
を
追
い
か
け
る
方
が
い
い
な
あ
、
と
考
え
な
が
ら
、

日
高
の
山
を
思
い
出
し
て
い
た
。
遠
く
ま
で
探
し
に
行
っ
て
い
た
ヤ

マ
セ
ミ
も
近
く
で
観
察
で
き
る
場
所
を
発
見
し
て
ご
機
嫌
に
な
っ
て

い
る
。
今
頃
は
、
私
に
は
ま
ね
で
き
な
い
ほ
ど
に
子
育
て
を
が
ん
ば

っ
て
い
る
だ
ろ
う
な
。
最
近
は
、
鳥
だ
け
で
な
く
ス
ミ
レ
や
山
の
花

に
も
興
味
が
出
始
め
た
。
日
高
の
山
に
は
今
、
カ
ザ
グ
ル
マ
と
い
う

見
事
な
花
も
咲
い
て
い
る
。
心
な
い
人
が
根
こ
そ
ぎ
取
っ
て
い
く
ら

し
い
が
、「
取
ら
ず
に
撮
っ
て
か
え
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
バ
レ
ー
の
試
合
は
終
わ
っ
て
い
た
…
。
娘
に
は

鳥
用
の
望
遠
レ
ン
ズ
で
撮
っ
た
プ
レ
ー
シ
ー
ン
の
写
真
で
日
頃
の
子

育
て
失
格
の
父
親
の
罪
ほ
ろ
ぼ
し
と
し
よ
う
。 

ヤマセミのつがい（胸に茶色がある右が雄） 

      

　
個
人
が
県
立
図
書

館
で
借
り
た
本
を
、

日
高
村
立
図
書
館
へ

返
却
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
日
高
村

立
図
書
館
に
な
い
本
を
県
立
図
書
館
か

ら
取
り
寄
せ
て
貸
し
出
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。
県
立
図
書
館
の
蔵
書
は
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  http
://w

w
w

.koc
hinet.ed

.jp
/p

ref-lib
/

か
ら
検
索
で
き
ま
す
し
、
日
高
村
立
図

書
館
で
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
時
間
も

お
金
も
節
約
で
き
て
、
と
て
も
お
得
！

で
す
よ
。 

  

　
日
高
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
図
書
室

よ
り
、
197
冊
の
本
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
順
次
、
貸
出
し
で
き
る
よ
う
準

備
を
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
先
月
号
で
も
お
願
い
し
ま
し

た
雑
誌
の
寄
贈
を
、
少
し
ず
つ
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
発
売
一
年
以
内
の
大
人

む
け
の
雑
誌
︵
マ
ン
ガ
雑
誌
は
除
く
︶

の
寄
贈
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

新サービス開始！新サービス開始！新サービス開始！

寄
贈
の
お
礼

寄
贈
の
お
礼

寄
贈
の
お
礼

日高中学校の学校危機管理　　　 
（不審者への対応訓練計画） 
日高中学校の学校危機管理　　　 
（不審者への対応訓練計画） 

　５月27日（金）日高中学校において、全
校生徒を対象に、授業中に不審者が校舎
内に侵入してきた場合及び校外で声を掛
けられ誘拐されそうになった場合の対応
訓練がいの警察署の指導のもとに行われ
ました。こういった訓練を通して、教育
現場や日常生活における安全対策を考え
てみることも必要ではないでしょうか。 


